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                                【 報告書】 
平成 28 年 2 月 5 日 
 
一般研究集会 ( 課題番号 ：27K-10     ) 
 
 京都大学防災研究所長 殿 
                   ［申請者（研究代表者）］ 
                        氏   名 ： 中井仁 
                        職   名 ： 代表 
                         所属機関名： 小淵沢総合研究施設 
 








開催日：平成 27 年 10 月 31-11 月 1 日 
開催場所：京都大学阿武山地震観測所（10 月 31 日）、高槻市立生涯学習センター（11 月 1 日） 
参加者数： 11 名 (所外 9 名、所内 2 名)   
・大学院生の参加状況： ２名（修士 ２名、博士 0 名）（内数） 




１．研究集会の概要(p.2 - 3) 
２．講習のまとめ (p.4 - 12) 
３．授業案のまとめ (p.13 - 14) 
４．総括 (p.15 - 16) 
５．資料 
 （１）参加者名簿(p.17) 
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（４）プログラム 
10 月 31 日 
時刻 時間 科 目 講 師 
13:00－13:10 10 分 ガイダンス 中井仁 
13:10－14:10 60 講習１：内陸直下型大地震のメカニズム 
飯尾能久 
14:10－14:30 20 ワーク 1（休憩） 
14:30－15:30 60 講習２：内陸直下型大地震による被害想定 
澤田純男 
15:30－15:50 20 ワーク 2（休憩） 
15:50－16:50 60 講習３：内陸直下型大地震災害への備えと復興
豊田利久 
16:50－17:10 20 ワーク 3（休憩） 
17:10 － 18 ：
00 
50 観測所見学 飯尾能久 
＊ワーク：講習内容の整理。個別の質疑応答。 
 
11 月 1 日（高槻市生涯学習センター） 
時刻 時間 発表者（所属） 進行 
9:00－10:30 90 授業案作り 
中井 10:30－11:00 30 小野敬弘（宮城県多賀城高校） 
11:00－11:30 30 東君康（東京都立田無工業高校） 
11:30－12:00 30 高橋健一（宮城県亘理町立荒浜中学校）  
12:00－13:00 60 昼食  
13:00－13：30 30 生駒大典（岡崎市立竜南中学校） 
中井 
13:30－14:00 30 須賀みつき（京都市立大枝小学校） 
14:00－14:10 10 休憩  
14:10－14:40 30 川南結（関西大学大学院社会安全研究科） 
中井 14:40－15:10 30 岡田夏美（関西大学大学院社会安全研究科） 
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P25-32：花折断層（京都）が動く場合の震度予想を S28 に示す。帯状の震度 7地帯が数本現れる
と予想されるが、その位置は変動する可能性がある。S29 と S30 は上町断層帯（大阪）が動いた
場合の震度分布予測である。断層のどの部分が動くかによって震度分布等は大きく変わる。自治
報告「総合的防災教育の構築に関する研究集会」 












（左）S29 上町断層（大阪）が動いた場合の震度予想（ケース 10） 
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３．授業案のまとめ 
 以下に、WS 参加者が提示した「授業案」のまとめを記す。それぞれの「授業案」は 18-25 ペー
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４．総括 
































































 次年度においても、同様の WS 開催を計画している。実施に当たっては、授業案作りの時間を
確保するのが一つの課題である。 
報告「総合的防災教育の構築に関する研究集会」 





氏  名 所     属 職  名 資料＊
中井 仁 小淵沢総合研究施設 代表  





豊田 利久 神戸大学 名誉教授 ○ 
小野 敬弘 宮城県立多賀城高校 教諭 ○ 
東 君康 東京都立田無工業高校 教諭 ○ 
高橋 健一 宮城県亘理町立荒浜中学校 教諭  
生駒 大典 岡崎市立竜南中学校 教諭 ○ 
須賀 みつき 京都市立大枝小学校 教諭  
川南 結 関西大学大学院社会安全研究科 院生  
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総合的防災教育授業案_2 
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総合的防災教育授業案_3 











・過去 30 年間にＭ５以上の地震が発生した場所を示す世界地図 
・兵庫県南部地震の野島断層の写真 

















  地震はどのような現象なのか？ 
  日本に活断層はどのくらいあるのだろうか？ 
２ 今，地震が発生したらどんなリスクがあるか？ 
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総合的防災教育授業案_4 
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総合的防災教育授業案_6 
作成者：須賀 みつき 作成日：2015/11/01  
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総合的防災教育授業案_7 



















































































  多面的に“地震”を捉えることが大切であることを伝える。 
 
